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旅行と教育……経験の最大化に向けた掛け算

夏休みを前に学生と自由課題のテーマについてしゃべ

っていたら、「20世紀のもっとも偉大な発明って何だろう」

という話になった。「偉大」といってもいろんな意味があ

るが、その時、私の頭にまっ先に浮かんだのは「クルマ

とパーソナルコンピュータ（PC）」だった。

まぁ、まっ先にイメージしただけで、確たる根拠のあ

る話ではない。20世紀という時代というより、20世紀に

生まれ21世紀までたどり着いた私自身の生活がこの2つに

大きく影響されている、と考えるからだ。そして、これ

からも世界のあり方に影響を与えるもっとも大きな要因

であり続けるだろう……そういう印象レベルの話に過ぎ

ない。

ではあるが、クルマとPCには重要なつながりがある、

と私は考えている。それはまず、この2つがアメリカ的な

土壌から生まれるべくして生まれた発明であるという点

だ。「アメリカ的」とはどういうことなのか、ひと言で言

えるはずもないが、ここでは旧世界の政府の干渉から逃

れてやってきた強い個人による競争指向と言っておこう。

さて、クルマは土地や地域社会に縛り付けられていた

私という個人を解放してくれる。私個人の身体を好きな

時に好きな場所に連れていってくれる、文字どおり「私

という肉体の乗り物」である。

一方、PCは紙というメディアに制限されていた私たち

の知的活動を変えてしまった。別の言い方をすれば、ニ

ーズに応じて多様なスタイルの情報を提供する、いわば

情報世界における「私という意識の乗り物」的な存在と

なった。いや、過去とするにはまだ早いかも知れないが、

少なくともそうなりつつあると言ってよいだろう。

これら2つのアメリカ的なパーソナルビークルは、かた

や高速道路網、かたやネットワークといった現代の文明

社会に不可欠な社会基盤と組み合わされることで、地理

的な、あるいは情報上の制約から個人を解放し、拡大・

強化し、その活躍によって文明社会は新たなレベルに達

することになった。

さらに言えば、2つのビークルに象徴される移動の自由

への関心は、早晩「旅行」と「教育」という方向に向け

て装置化され、巨大産業化するだろう。そして、この2つ

の経済領域の重なりの中に、私たち個々人にとっての究

極の価値＝「経験」が演出されるのではないか、という

予感がしている。

旅行と教育の間には、クルマとPCとの間より密接な関

係がある。旅行を通じ、離れた地域を訪れ、異なった文

化を体験することによって、私たちはより広い視野を得

る。一方教育によって獲得する知識は、モノやコトをと

らえる基盤を整え、見たり、感じたりする能力に深みを

加える。

旅行による体験の拡大、教育による意識の深化、これ

ら2つの「かけ算」によって導きだされる個人の経験は、

かつてないボリュームに達することになる。それこそが

21世紀社会の大きな目標の1つであり、当然情報ビジネス

のコアになると思われる。

さてここで、現実に私たちの住んでいる日本という文

化圏を見渡してみるとどうだろう。

まがりなりにも単体としてのパーソナルビークルは普

及しているが、本来ならそれと相まって個人の自由を拡

大し、能力を強化すべき社会基盤がどのような事態を引

き起こしているか。21世紀社会は、個人に最大限の可能

性を与えるネットワークという場を中心に、ダイナミッ

クな競争が展開される世界となっている。それを考える

と、私たちは、そのなかでどう振る舞うべきかを知らな

いアマチュアであることを認めないわけにはいかない。

しかし救いはある。競争社会は無法地帯ではない。競

争であるからにはルールがある。初心者たる私たちはし

ばらくの間、すでにあるルールを学び、それに従わざる

を得ないが、いつまでもルールが変わらないわけではな

い。いつの日か、自分からルールを、しかも誰もが可能

性を感じ、おもしろがって加わりたいと思うような競争の

ルールをデザインすることを考えるのだ。

21世紀、経験の最大化が文明のテーマとなるかどうか

はわからない。しかし、もしそれを望むなら、私たちは

しばらくの間、競争を恐れず、群れない旅人として学ぶ

ことを覚えるべきだろう。もちろん、それこそ楽しい経

験となるはずだ。
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